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量・関係・性質
――アリストテレス『範疇論』の場合―一


































































































































































































ここで, 7は不合理である。ところが7は1, 2, 3, 5に依存して導出されている。ところ




が他方のものよリー 層「二尺Jである, とはいえない。また, 3が5よリー 層3であるとか,ある





「ある時間は他の時間よリー 層時間であるとも語られない」(れ樋 9/eb〃6νο⊂む先ρο『 と五ρου
μρええον χρ5フοfえる9/cttι:6a2223)というアリストテレスの言い方は不正確であり,例えば「あ





























は別の山に対して大きいと語られ ∝ροf μと9/2える9/cttι ηb⊂ ξ7c/Jον:6b8),似たものはあるも
のに対して似ていると語られる (お」ヵοιο ν党虎 J″οιο νえる7Gttι:6b910)。
だが,同時にアリス トテレスは関係的なものとして,状態 (ざ矛f),様態 (れ歳先免年),感覚





















































































とアリストテレスは考える (8a1617)。「なぜなら,或る (特定の)人間が何か或ものの一ある (特
定の)人間とは語られないし,或る牛が何か或るものの一或る牛とも語られないからである」(b額″ρ





















































































節制 働 ″οorvνη)といつた徳性 (わεヵ)も,魂の長期に亙る安定した性質である。様態 [様相]
の例は,熱(9eρμ6ηf),寒け [冷え](χα力ψ巧(),病気 (フ6ωf),健康 (ち左εια)である。人
はこのようなものに基づいて何らかの様態にあるのである 俗滋χειttι・…πωf χ22 2悦αf b
カフのωπο『
:8b3738)。しかし,それらは容易に変化する。熱い様態から寒い様態へ変化するし,ま









































性質の第二の種類は,受動的性質 陸 物寛χ″ποιb留『)と (広義の)受動態 (力θοf)である。



























さて,第四の種類の性質は,三角形・四角形といった形状 唸 効α)や形態 (μo/9φヵ),さらに線
や面の持つ真直さ (れ肋ッf)や曲がり (/印滅 5717⊂)である。いわゆる幾何学的性質に相当する
ものである。幾何学的な形は確かに性質と言えようが,物体の表面部分のもつ形状,例えば木目の
粗さ (τδ μ2ν6フ),木目の細かさ (τδ πッフbν),ざらざらしていること(お7/Dαχう),滑らかさ(め
え虎ον)は性質ではなくむしろ位置 (先仇f)に分類される, とアリストテレスは考えている (10













ぶ。カリアスが「どのようにあるか ?」 と問われて,「彼は色白である (えεッaf)」と語られ,「彼は
白さであるJとは語られない。もちろん, ここで白さ (λεッ6ッf)がJ陛質そのものとしてあって,
これに基づいて述語づけ・性質づけが派生的になされる。大抵の性質づけはこの方式でなされる。


















































(λεγoμεθα tt ποιο】拗鷲 χαθ'どχα」72:■a3233)。「なぜなら,個男J的なある矢日識を持つこと
によって知者である (知識を持つ人である)とわれわれは語られるからである (るれσヵμοフεf 9/2/D


































頁参照。今回もアリストテレスの原典テキストとしては,OCT(Oxford classical Texts)中のL Minio―Paluello,








το陶盗 ,″ブつ¢Fη形ゅセカ″οηι,English transiation with nOtes and giossary,
Oxford 1963,p 91参照。
(3)Ackri■,Op cit,p 91




αμμ″溌 μ″χοξ ttπλαlc", ど″c'力sE″解¢η″,post I L Heiberg,ed E S Stamatis,Teubner
1969,vol l,p l
(7) Meta 1020a14, ``'…πλttτof δを [sc. τb πεπερα中るフοフ]とπιφ多フεια β&θοξ δど σのμ2."
18)Metaでは「どれほどの」という問いへの答えという形ではなく,「それらの各部分が本性上ある一つのものであ
り,これなる或るものとしてある内的構成要素へと分割されるものが量 と呼ばれるJと言われている (ποσbフ
λる9/馘?ι め れαtpεお νcそと兜″第 χο距稼 あッ」/ασ砲 フれ ,/成τb甚 寛 差φッ cフ0フαι:Meta 1020a7 8)。
(9)Ackrill,Op cit,p 94
10 Meta△巻13章で,アリストテレスは時間を付帯的・派生的量として扱っているが, これはそこでは位置の有無







10  “ταうザ》μきフγ》ρ8フμτα″ο抜デια, o″οια δ'8フ″πoι6留『 μを2, とこα溌 8ンケb πOσbνざν[sc λるγε72ι]''
(Meta.1021all 12).
t7)Ackrill,op cit,p 99
10 Ackrill,op cit,p 101
10 Ackrill,op St,p101 ffアクリルによれば,第一の定義と新しい第二の定義の違いについて古代以来の論争
がある。
田 ―畑 博 敏
1閉 Acltrin,Opすot,,p.1-02.
9' これはアタリルが提出している問題点である。Aclcr■1,op.cit.,p.104→参照。
1221 例えば,F拳閾に適した素質が|あるJといっても,全然拳関の訂腋1学習を受けないでもこの素質は自―然に開花す
るものなのか (成長すればその素質を―持つ子供は訓練なしでも拳蘭がうまくなるのか)という問題がある (これは
アクリルが指摘している:Ackrlll,op..dt,,p.,105-6)eことでは「能力」ω効卵■ そのものについての議論
はない成 「形面上学』Δ巻ワ章では五つほどに分類されている。に)事切を運動させ変化させる(その事物とは異な
る物に存するか,別のものとしてそ|の事物に存する)原―埋,0)(これとFHl様な)運動や変化を受動する原理,(31L
みにまたは意図どおりに遂行する能力,徹)(これと同様な)受動の能力,0全く受動的|でないか変化しないか,ま
たは容易には悪しき方向へ転化させられない状態.(F,s)の五つである。ここで語られる「生得的能力」Щ働に近
いものであろう力、
1231 これに関連して,定義における穂章の使用に関|するトポスや関係的なも|のを1吟味するたあの卜禁スが『トピヵ』
6巻で扱われているが;いまこれを追跡する余裕はない。今後の注目点の一つとしたい。
